
第６学年国語科学習指導案 
日 時 平成 21 年 10 月 14 日（水）6 校時 
児 童 男２名 女 4 名 計６名 
授業者 新田 厚子 

 
１、単元名  筆者の考えを受け止め、自分の考えを伝えよう（光村６下） 
  教材名  「平和のとりでを築く」「自分の考えを発信しよう」  
２、単元について 
（１）児童観 
    児童はこれまで、5 年生「サクラソウとトラマルハナバチ」、6 年上巻「生きものはつながりの

中に」を通して文章の構成や文末表現から要旨をとらえるとともに、読み取った内容について自

分の考えをもつ学習をした。これらの学習を通して、段落のまとまりを意識して内容を読み取っ

たり、中心語句や中心文から説明的文章全体の構成や文末表現を手がかりに筆者の主張や表現の

工夫について考えたりする力が少しずつ育ってきている。しかし、個々の読みには差があり、説

明的文章全体を要約したり筆者の訴えに対する自分の考えを表現したりする児童は少なく段階を

踏まえた指導を必要とする。 
    昨年度の CRT の結果では、「読むこと」の正答率が 64.2％（全国 71.3％）と全国平均より低い。

特に要約しながら内容を読み取る問題が 58.8％（全国 70％）と落ち込みが見られ、文中において

筆者が最も伝えたいことを読み取る力が不足していると言える。 
 
（２）教材観 
    本単元は、「平和のとりでを築く」と「自分の考えを発信しよう」から構成されている。 

「平和のとりでを築く」は、戦争で広島に原子爆弾が投下され、傷だらけになった原爆ドーム

が、多くの人々の平和を願う心によって世界遺産となった経緯を述べた説明文であり、「話題提示

―説明―まとめ」と大きく３つのまとまりで構成されている。「話題提示」では、原爆ドームの存

在と筆者の思いを紹介している。「説明」では、「原爆ドームがたどってきた歴史」と「世界遺産

になるまでの原爆ドーム」の２つに分けている。「まとめ」では、原爆ドームが世界の人々にとっ

て平和を訴える大切な遺産であることが述べられ、最後に原爆ドームを大切にすることが平和を

守ることであるという筆者の強い思いの文で締めくくられている。文章は簡潔でわかりやすく、

史実も編年体で説明されていて、文と文・段落と段落の関係も比較的とらえやすい作品である。

原爆ドームの話題から世界の平和を願う筆者の思いが、題名やまとめに凝縮されている。 
 「自分の考えを発信しよう」は、「平和」について材料を集め自分の考えをもち発信していく学

習である。様々な情報を集め学ぶだけでなく、それをもとに自分の考えを深め外部に発信するこ

とで表現能力を高めることもできると考える。以上のことから、今後の社会を生きていく子ども

たちにとって「平和」について自分なりの考えを表現し、発信させるのに適した教材であると考

える。 
 
（３）指導観 

本単元では、筆者の訴えたいことを読み取り、それについて自分の考えをもち伝える力を確実に身

に付けさせたいと考える。そのために、各段階において以下の点に留意して指導していく。 
「つかむ」段階では、単元全体のねらいを知らせるとともに、単元のゴールを「平和通信作り」

とし目的意識をもたせたい。 
「ふかめる」段階では、原爆ドームがたどった歴史、人々の思い、筆者が訴えたいことを読み

取り、それらに対し自分の考えをもたせていく。その際、事実と意見との区別、文末表現の変化、

文章構成や題名などに着目させていきたい。 
    「ひろげる」段階では、平和に関する自分の課題を決め「平和通信作り」を行う。自分の考え

を十分書き表すことができるように、事例と意見を整理しながら読み手に分かりやすいようにし

ていきたい。 
    本校が作成した指導内容系統表において、本単元で重点的に指導する項目は、要⑥「筆者の意図・

意見をとらえることができる」語⑪「説明の文と筆者の考えの文を区別することができる」である。 
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３、単元の指導目標・評価規準 
（１）主目標 
  ◎筆者が訴えたいことを読み取り、それについて自分の考えをもち表現する。 
  ○「平和」についてさらに考えるために調べたり話し合ったりし、深まった考えを分かりやすく

組み立てて文章を書く。 
 
（２）観点別目標と評価規準 

観 点 目 標 評 価 規 準 
国語への関心 
意欲・態度 

○筆者の訴えを受けて自分なりの考えをも

ち「平和」について関心をもって読んだ

り、話し合ったり、書いたりしようとす

る。 

① 興味をもって文章を読み、筆者の考え

について自分の考えをもとうとしてい

る。 

読む能力 ◎筆者の考えをまとめ、自分はどのように

考えるかを明確にしながら読むことがで

きる。（ウ） 
○「平和のとりでを築く」という題名が意

味することに注意しながら読むことがで

きる。（オ） 

① 筆者の考えを読み取り、自分の考えを

明確にしながら読んでいる。 
 
② 「平和のとりでを築く」の意味を考え

ながら読んでいる。 

話す・聞く能力 ○話し手の意図をとらえながら聞き、自分

の意見と比べるなどして考えをまとめ

る。(エ) 

①話し手の意図を聞きとるとともに、文章

構成、文末表現、事実と意見の区別はどう

か注目しながら聞いている。 
書く能力 ○自分の考えを明確に表現するために、材

料を選び直したり、効果的な文章の組み

立てを考えたりすることができる。(イ)
○事実と意見を区別して書いたり対立する

意見に反論を述べたりすることができ

る。（ウ）         

① 必要な材料を選び、効果的な文章の組

み立てを考え、自分の考えを明確に表

現している。 
② 事実と意見を区別して、根拠を明確に

した文章を書いている。 

言語についての 
知識・理解・技能 

○文章にはいろいろな構成があることを知

り、適切なものを考えることができる。

（イー[キ]） 

①いろいろな文章構成を知り、適切なもの

を考えている。 
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４、単元の指導・評価計画 （１5 時間） 
段

階 
時

間 
目 標 学 習 活 動 

（・主な学習活動 ※指導上の留意点） 
評 価 規 準 

（評価方法） 
 
つ 
 
か 
 
む 
 
 

 
１ 
 
 
 
 
 

平和のとりでを築

くに興味をもって読

み、学習計画を立て

ることができる。  

 
 
・戦争や平和について今の自分の知識や考えを

発表し合う。 
・全文を読んでおおまかな内容をつかむ。 
・学習のゴールは「平和通信」作りと知る。 
・学習計画を知り、見通しをもつ。 
・新出漢字を確認し練習する。 
・意味の分からない言葉を国語辞典で調べる。 
※感想を交流することで、教材への関心を高め

るとともに、単元の見通しをもたせる。 

[関①]戦争や平和について知っ

ていることや考えていること

を発表したり書いたりしてい

る。 
（観察・ノート） 

 
[関①]教材文を読んで、分かっ

たことや思ったことを具体的

にノートに書いている。 
（観察・ノート） 

 
 
ふ 
 
か 
 
め 
 
る 
 

２ 筆者の原爆ドームに

対する思いを読み取

りそれに対する自分

の意見や感想をもつ

ことができる。 

 
 
・筆者の思いにサイドラインを引く。 
・全文を読んで、感想や意見を書く。 
※筆者の思いに対して自分はどう感じたか考えさせる。

[読①]筆者の思いと事例をと

らえ、自分の意見や感想をも

っている。 
（ノート・発言） 

 
３ 
 
 

全文を読み、まとま

りに分けて、文章構

成をつかみ小見出し

をつけることができ

る。 

 
 
・各段落が、事実・意見のどちらが書かれてい

るかをとらえる。 
※主語や文末表現に着目させ、段落のつながり

を確認させる。 
※小見出しは体言止めで表現させる。 

[読①]事実の段落か意見の段落

かを考えて文章構成をつかん

でいる。 
（観察・ノート） 

[言①]段落の役割を理解し文章

構成を考えている。 
（観察・ノート） 

４ 原爆ドームがたどっ

てきた歴史について

読み取ることができ

る。 

 
 
 
・原子爆弾がもたらした被害について読み取る。

・形式段落の中心文にサイドラインを引く。 
・意味段落の要約をする。（①～⑤段落） 
※「原子爆弾」という言葉から、被害の様子に着目させる。

[読①]原子爆弾が投下された日

の市街地の様子や建物の姿を

まとめている。  
（ノート・発言） 

 

５ 原爆ドーム永久保存

へと動いた人々の思

いを読み取ることが

できる。 

 
 
 
・原爆ドーム永久保存へと動いた人々の思いを

読み取る。 
・形式段落の中心文にサイドラインを引く。 
・意味段落の内容を要約をする。（⑥～⑧段落）

※「保存反対論」「日記」いうと言葉をみつけそ

の意見と内容に着目させる。 

[読①]原爆ドーム保存に対する

市民の思いをまとめている。

（ノート） 

６ 
 
  

原爆ドームが世界の

遺産として認められ

るまでの筆者の思い

を読み取ることがで

きる。 

 
 
 
・原爆ドームが世界遺産として認められるまで

の筆者の思いを読み取る。 
・形式段落の中心文にサイドラインを引く。 
・意味段落の内容を要約する。（⑨～⑪段落）

※「わたし」が主語になっている文に着目させる。 
 

[読①]原爆ドームが世界遺産と

して認められるまでの筆者の

思いをまとめている。 
（ノート） 

単元全体の活動内容をつかもう。 
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原爆ドームがたどってきた歴史を読み

取ろう。     ①②③④⑤ 

文章構成をつかみ小見出しをつけよう。

原爆ドーム永久保存へと動いた人々

の気持ちをよみとろう。⑥⑦⑧ 

原爆ドームが世界遺産として認められるま

での筆者の思いを読み取ろう。 ⑨⑩⑪ 

筆者の原爆ドームに対する思いを読み取

り意見や感想をもとう。 



７ 
 
本 
 
時 
 
 

原爆ドームを通して

筆者が伝えたいこと

を読み取ることがで

きる。 

 
 
 
・原爆ドームを通して筆者の伝えたいことを 

まとめることができる。 
・中心文を確認する。 
※ユネスコ憲章の意味と「平和のとりで」の意

味について考えさせる。 

[読①]筆者が伝えたいことを

叙述の意味することを押さえ

ながらまとめている。 
      （ノート） 

８ 筆者が伝えたいこと

をまとめ自分の考え

を書くことができ

る。 

 
 
・全文を振り返り筆者の伝えたいことに対して

意見文書く。 
※自分の意見が明確に伝わるように、どの部分

から考えたのか根拠を明らかにさせる。 

[書①]筆者が伝えたいことに 
ついてまとめ、自分はどう考

えるか書きまとめる。 
      （ノート） 

 
 
ひ 
 
ろ 
 
げ 
 
る 
 
 
 

９ 今までの学習をふま

えて「平和」につい

て考えを深めるため

自分の課題をもつこ

とができる。 

 
 
・「平和」について自分が詳しく調べてみたい

課題を決める。 
※「平和のとりでを築く」についての自分の考

えから興味のあることを引き出すとともに、

同じような課題をもつ友達の意見を参考に 
させる。 

[関①]「平和のとりでを築く」

の内容を意識しながら自分の

課題につながることを書いた

り、話し合ったりしている。

（発表・ノート） 

 
 

自分が伝えたいこと

に関する情報を集め

ることができる。 

 
 
・自分の考えに説得力をもたせるために必要 
な情報を集める。 

（インターネット・本・新聞など） 
・インターネットを活用するうえで大切なこ 
とやルールを理解する。 

※児童の課題追求に役立ちそうな資料を紹介 
し参考にさせる。 

[書①]自分の考えに説得力を 
もたせるために必要な材料を 
集めている。 
   （観察・ノート） 

 
 

集めた材料をもとに

自分の考えをまとめ、

効果的な文章の構成

を考えることができ

る。 

 
 
・集めた材料の中から必要なものを選択し、 
自分の意見が伝わるに組み立てを考える。 

※教科書の構成例を参考にさせながら、文末表

現、事実や考えを区別させながら、各段落を考

えさせる。 

[書②]事実と意見を区別して 
根拠を明確にした文章構成を 
考えている。 

（ノート） 

 自分の考えが相手

に伝わるように、

「平和」について自

分の考えを書くこ

とができる。 

 
 
・表現の工夫を考えながら根拠を明らかにして

自分の考えを書く。 
※自分の考えの根拠となる具体的な事例と自

分の考えを読み手にわかるように書かせる。

[書②]事実と意見を区別して、

根拠を明確にした文章を書い 
ている。 
   （ノート）  

 平和について考えた

ことを発表し、意見

を交換することがで

きる。 
 

 
 
・「平和」について自分の考えを発表する。 
・お互い意見・感想を発表する。 
・聞く視点にそって相互評価する。 
※文章構成、文末表現、事実と意見の区別はど

うか注目しながら聞くようにさせる 

[話①]話し手の意図を聞きとる

とともに、文末表現、事実と意

見の区別はどうか注目しながら

聞くようにさせる。 
（観察・チェックシート） 

筆者の考えに対する自分の考えをまとめよう。

原爆ドームを通して筆者が伝えたいことは

何かを読み取ろう。⑫⑬

「平和」に関する自分の課題を決めよう。

「平和」について考えたことを発信しよう。

平和通信の構成を考えよう。 

課題解決に必要な情報を集めよう。 10 

「平和」について自分の考えをまとめよう。

13 

14 

11 

12 

15 
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５、本時の授業 
（１）目 標  
   原爆ドームを通して、筆者の伝えたいことを読み取ることができる。 
（２）展 開（ は中心発問） 
段階 学 習 活 動 支援と評価 

 
つ 
か 
む 
５ 
分 

１、前時までの学習内容を想起する。 
 
２、本時の学習課題を確かめる。 
 
 
 

・前時までの掲示物を参考に、原爆ドームがたど

った歴史や世界遺産への道のりについて振り返

る。 
 
 

掲示物

 

   
 
 
 
ふ 
 
 
か 
 
 
め 
 
 
る 
 
 
 
 
分 

３、学習範囲を音読する。 
（形式段落⑫⑬）

 
４、筆者の伝えたいことを読み取る。 
・筆者の伝えたいことが書かれていると

ころにサイドラインを引かせる。  
（一人学び） 

 
 
 
・読み取ったことをもとに話し合う。 

（学び合い） 
・⑬段落に筆者の主張があることを確認

する。 
・ユネスコ憲章の一文について考える。

 
５、読み取ったことをもとに筆者の伝え

たいことをまとめ発表する。  
 
・「人の心の中に平和のとりでを築く」と

はどんなことなのか。 
・なぜ原爆ドームが「平和のとりで」を

築くことができるのか。 
 
            
 
 
６、学習範囲のまとめの音読をする。 

・各自音読後、指名音読をさせる。 
 
 
・文末表現「なのである。」「なのだ。」に着目さ

せる。 
・中心語句に着目させる。 
 
 
 
 
・筆者が⑫⑬段落から原爆ドームをどうとらえて

いるか読み取らせる。 
 ⑫「記念碑」  ⑬「世界の遺産」 
・⑬段落の文末表現「なのだ。」に着目させる。

 
 
・今まで学習してきたことをもとに平和について

の自分の考えも引用しながら、筆者の伝えたいこ

とを深めさせていく。 
 
・友達の考えを聞くことで、自分の考えを広げた

り深めたりさせる。 
 [読①]筆者の伝えたいことを叙述の意味する

ことを押さえながらまとめている。（ノート） 
A B 努力を必要とする児童へ

の手立て 
筆者の伝えたい

ことを叙述を丁寧

に読み取りながら

根拠を明らかにし

てまとめている。 

筆者の伝えたい

ことを叙述をもと

にまとめている。 

読み取った板書

をふりかえり筆者

の伝えたいことを

確かめてからまと

めさせる。 
 

 
ノート

 
 
 
 
 
 
⑫⑬の

紙板書

ま

と

め

る 
５ 
分 

７、本時の学習を振り返る。 
・自己評価を行う。 
 
８、次時の学習内容を知る。 

・学習課題について自己評価させる。 
 
・次時は「全文を振り返り筆者の伝えたいことに

対して意見文を書く学習をする」ことを確認す

る。 

 

備考 

原爆ドームを通して筆者の伝えた

いことを読み取ろう。 

筆者が伝えたいことは何でしょう。

35 
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（３）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
二 

筆
者
の
考
え
を
受
け
止
め
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
よ
う 

  
 
 

平
和
の
と
り
で
を
築
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
牟
田 

稔 
 

 

原
爆
ド
ー
ム
を
通
し
て
、
筆
者
が
伝
え
た
い
こ
と
は
何
か
を
読
み
取
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

⑫
原
爆
ド
ー
ム
は
、
世
界
の
人
々
に
警
告
す
る
記
念
碑
な
の
で
あ
る
。 

 

⑬
原
爆
ド
ー
ム
は
、
そ
れ
を
見
る
人
の
心
に
平
和
の
と
り
で
を
築
く
た
め

の
世
界
の
遺
産
な
の
だ
。 

 

国
連
の
ユ
ネ
ス
コ
憲
章 

  

「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら 

   

人
の
心
に
平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」 

 

ま
と
め 

  
 

原
爆
ド
ー
ム
は
、
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。)
  

わ
た
し
は
（
も
）
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

だ
。

 

 
６ 座席表 
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原爆ドームは、後世まで、それを見る世界中の人々の心に、核兵器の使用禁止、さらには戦争を許さず、平和を

守っていく強い意志を築くための世界の遺産なのだ。 
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原
爆
ド
ー
ム
は
、
そ
れ
を
見
る
人
の
心
に
平
和
の
と
り

で
を
築
く
た
め
の
世
界
の
遺
産
で
あ
る
。 

原
爆
ド
ー
ム
は
、
核
兵
器
は
不
必
要
だ
と
世
界
の
人
々

に
警
告
す
る
記
念
碑
で
あ
る
。 

世
界
遺
産
決
定
の
知
ら
せ
が
届
い
た
と
き
、
世
界
の

人
々
の
平
和
を
求
め
る
気
持
ち
を
感
じ
た
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世
界
遺
産
は
、
文
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遺
産
と
自
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遺
産
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守
っ
て
い
く

た
め
の
制
度
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あ
る
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原
爆
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遺
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よ
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強
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繰
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